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The availability of facilities' style through a standpoint 
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はじめに
１．研究の背景と目的
　日本の児童養護は戦争による孤児への応急措置
的な集団主義養護から始まった。いわゆる大舎制
であり、大きな建物の中に養育者が２～３人、児
童は20人以上が生活を共にする血の繋がっていな
い大家族である。しかし、この大舎制は、限られ
た養育者と20人以上の児童では児童一人一人と
じっくり接する機会も少ないことや、児童が生活
を営むことの楽しさ、規則ではなく自由意思から
の生活力、児童のプライバシーが守りがたい環境
であるため、最小６人定員の小舎制へとその動き
が展開してきた。大きな建物から家庭に近い一戸
建ての施設形態として小規模化してきた（注１）
　養護内容にも変化は見られ、命を守る保護的養
護から、退所後の自立を支援する支援的養護へ、
内的、外的な問題を持つ児童のための治療的養護
へと変わり、地域の子育てを共に担っていく相
談・支援的養護としてその機能も多様に展開して
きた。
　こういった児童養護施設をめぐる変遷の中心は
入所児童の質的変化によるものであった。入所期
間の長期化や何らかの虐待をうけてきた被虐待児
の増加、知的障害、発達障害を持つ児童等、特別
な支援が要する児童の割合が6割前後と報告され
ている等、本来の養護施設の機能より専門的な支
援が必要とする機関としての変革が迫られてきて
いる。必要に応じた変換の中、国は平成12年、地
域小規模児童養護施設（以下、地域小規模施設と
記す）の制度化により、被虐待児や家庭復帰が不
明の児童を中心として、より家庭に近い家庭的養
